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決算説明会決算説明会

本資料には、業績見通し及び事業計画等を記載しております。

それらにつきましては、各資料の作成時点においての経済環境や事業方針な
どの一定の前提に基づいて作成しております。

従って、実際の業績は、様々な要素により、これらの業績見通しとは異なる結
果となりうることをご承知おき下さい。

2004年5月18日

日本精工株式会社

代表取締役社長　朝香 聖一
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ⅠⅠ. . 連結決算連結決算
20042004年年33月期月期 実績実績



20042004年年33月期月期 連結業績サマリー連結業績サマリー

《《0404年年33月期の主な成果》月期の主な成果》

〇中期計画初年度の収益目標を上回る

〇欧州地域　6期ぶりに黒字化達成（構造改革効果が寄与）

〇精機事業　収益力改善（黒字定着へ）

〇軸受事業　自動車・一般産業向けに販売拡大

〇対前期１円５０銭の増配予定
　⇒より株主を重視した施策へ
　　 より業績を反映した配当へ
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7.96-1.41-8.13ROE（%）

対前期
増減率　
　　　

対前期
増減額　

‘04/3期末‘03/3期末‘02/3期末[億円]

6.96.34.9棚卸資産回転数

-9.1%-76759835975棚卸資産残高

1.311.571.31D/Eﾚｼｵ（倍）
-7.9%-2132,4652,6782,724有利子負債残高

（110）
（241）
（175）
（240）
（5,200）

前回修正
予想

―

―

+76.7%
+45.5%

-0.1%

　　対前期
　　　増減率　

　

(131.32円)(117.93円)(108.63円)(   〃 1EURO=)
(116.26円)(125.33円)(121.50円)    (換算ﾚｰﾄ1US$=)

+170143-27-177当期利益

+286265-21-103税引前利益

+83191108-32経常利益

+8226017839営業利益

-65,2225,2284,809売上高

対前期
増減額

‘04/3期‘03/3期‘02/3期[億円]
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20042004年年33月期月期 連結業績サマリー連結業績サマリー



・軸受　　　　・・・自動車用向け、一般産業向けともに好調

・自動車部品・・・A/T部品の増、シートベルト事業撤退による減

・精機製品　 ・・・工作機械及び半導体・液晶向け好調による増、及び露光装置の増

(+2.0%)+25-239-2141,2931,507自動車部品

その他

精機製品

(+5.5%)+271-277-65,2225,228合計

(+8.4%)+10-33-23130153

(+34.8%)+121+1+122471349

(+3.5%)+115-6+1093,3283,219軸受

実質増減
事業撤退影響、
レート差差‘04/3期‘03/3期（億円）
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売上高売上高 ［製品別］［製品別］



(+3.6%)+85-84+12,4362,435海外

アジア

欧州

米州

(46.6%)(46.6%)（海外売上高比率）

(+5.5%)+271-277-65,2225,228合計

(+11.3%)+86-56+30833803

(-2.8%)-22+62+40854814

(+2.7%)+21-90-69749818

(7.2%)+186-193-72,7862,793日本

実質増減
事業撤退影響、
レート差差‘04/3期‘03/3期（億円）

・日本　・・・自動車及び一般産業向け増加、精機製品の大幅回復

・米州　・・・ブラジル好調、米国一般産業・市販向けが低調

・欧州　・・・一般産業、市販向け及び自動車部品が減少

・アジア・・・中国向け好調、自動車向け、精機製品の増加
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売上高売上高 ［顧客地域別］［顧客地域別］
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法人所在地別業績法人所在地別業績

合計

消去

アジア

欧州

米州

日本

（億円）

+45.5%(5.0%)260(3.4%)178営業利益（率）

―(－)-2(－)2営業利益（率）

-17.4%(6.6%)38(8.0%)46営業利益（率）

―(2.9%)26(-2.2%)-19営業利益（率）

-70.0%(0.8%)6(2.6%)20営業利益（率）

+48.8%(4.9%)192(3.3%)129営業利益（率）

5,2225,228売上高

-908-926売上高

売上高

売上高

売上高

576575

898850

738774

3,9183,955売上高

前年比‘04/3期‘03/3期



営業利益営業利益 地域増減内訳地域増減内訳（（’’03.303.3期⇒期⇒’’04.304.3期）期）

+45
米州

日本

‘03.3期 ‘04.3期

（億円単位） -14

+63

欧州 -4
消去

アジア

-8

178億円

260億円

対前期８２億円の増益～日本、欧州の損益改善が寄与～

■欧州－構造改革効果による増益効果大

■米州　－米国での軸受売上減などによる影響等

■アジア－先行投資負担及びミニチュア売上減　　
　　　　　　等による影響
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■日本－構造改革効果に加え、物量増の影響
　　　　　　が寄与



　

　

’04.3期

178億円
△51

退職費用、
社会保険料
の増加

+19

+47

NSKﾆｰﾄﾞﾙ社
連結対象に
よる増

物量増
による
利益増

△35

‘03.3期

」+82億円

（億円単位）

+78

外部調達
費用削減

売価ダウン等

△30

+10

ベルト事
業他除外

構造改革効果 +138億円
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260億円

△16

国内雇
用構造
改革

+27

営業利益営業利益 改善内訳改善内訳（（’’03.303.3期⇒期⇒’’04.304.3期）期）

《全社》《全社》

労務費他
の増加

その他経費増

+33

欧州構
造改革
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製品別業績製品別業績

-30--30-34全社費用

営業利益（率）

売上高

営業利益（率）

売上高

営業利益（率）

売上高

営業利益（率）

売上高

営業利益（率）

売上高

240+45.5%(+5.0%)260(+3.4%)178

10-1111

0-(0.0%)0(-18.0%)-63

400%(+3.3%)43(+2.8%)43

220+6.8%(+7.1%)236(+6.9%)221

5,222

130

471

1,293

3,328

‘04/3期

5,228

153

349

1,507

3,219

‘03/3期

5,200

140

470

1,275

3,315

修正予想

合計

その他

精機製品

自動車部品

軸受

前年比（億円）

軸受は堅調に収益確保、精機製品は大幅に収益改善



95 102
124

150

14

-7-8
1

-8.4%
-6.7%

0.7%

9.0%

-160
-120
-80
-40

0
40
80

120
160

第1四半期第2四半期第3四半期第4四半期
-0.1
-0.1
-0.1
0.0
0.0
0.0
0.1
0.1
0.1

-160
-120
-80
-40

0
40
80

120
160

第1四半期第2四半期第3四半期第4四半期
-40
-30
-20
-10
0
10
20
30
40

808 833 820 867

75
6454

43

8.7%
7.8%

6.5%
5.3%

0

200

400

600

800

1000

第1四半期第2四半期第3四半期第4四半期
0.0

0.0

0.0

0.1

0.1

0.1

0

200

400

600

800

1000

第1四半期第2四半期第3四半期第4四半期
0

50

100

150

200

318 312 316
347

13
8

1210

3.8%
3.7%

2.5%

3.2%

0
50

100
150
200
250
300
350
400

第1四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期
0.0

0.0

0.0

0.0

0.1

0
50

100
150
200
250
300
350
400

第1四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期
0

10

20

30

40

1257 1281 1297
1387

93
72

54
41

3.3%
4.1% 5.6%

6.7%

0
200
400
600
800

1000
1200
1400
1600

第1四半期第2四半期第3四半期第4四半期
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.1
0.1
0.1
0.1

0
200
400
600
800

1000
1200
1400
1600

第1四半期第2四半期第3四半期第4四半期
0
25
50
75
100
125
150
175
200

20042004年年33月期月期 四半期毎の推移四半期毎の推移

収益体質改善効果と物量増の追い風により利益率が着実に改善収益体質改善効果と物量増の追い風により利益率が着実に改善
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連結合計

売上高
（左軸）

営業
利益
（右軸）

営業利益率
（億円）

（億円）

（億円）

（億円）

（億円） （億円）
自動車部品

軸受
（億円） （億円）

精機製品



+8226017839営業利益

-5768176営業外利益

-4141821　受取利息及び配当金

-5293426　持分法投資利益

+4332929　雑益

69
78

147

02/3期

85
66

151

03/3期

84
61

145

04/3期

-1
-5
-6

増減

　雑損

　支払利息

営業外費用

[億円]
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営業外損益・特別損益営業外損益・特別損益

+286265-21-103税引前利益

-2―2―　退職給付引当金繰入額

+83191108-32経常利益

-758516096特別利益

-9―993固定資産売却益

+4577323投資有価証券売却益

+88――関係会社株式売却益

-150―15038事業構造改善費用

+1111――固定資産除却損

投資有価証券評価損

関係会社株式売却損

特別損失

退職給付信託設定益

[億円]

-129―129129
-808―

-27811289167

-119―119―

増減04/3期03/3期02/3期

大きな特別損失処理はほぼ終焉



負債・資本の部負債・資本の部

資本の部資本の部

-791,7551,8341,824固定負債

+1034,2114,1084,218負債合計

+4121117128少数株主持分

+1822,4562,2742,394流動負債

+1811,8871,7062,082資本合計

+2886,2195,9316,428負債及び資本の合計

+2886,2195,9316,428資産の合計

(¥107.13)(¥119.90)(¥131.95)(換算ﾚｰﾄ1US$=)
(¥133.74)(¥125.08)(¥116.51)(　〃　 1EURO=)

+1903,2643,0743,513固定資産

+982,9552,8572,915流動資産

増減‘04/3期‘03/3期‘02/3期（億円）
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貸借対照表貸借対照表
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棚卸資産・設備投資棚卸資産・設備投資

・生産革新活動の継続実施による在庫削減推進

160156162日本

270266288償却費計

<78><81><99><単独>

300255230設備投資計

110110126海外

515136アジア

272837欧州

272837米州

105107110海外

<124><75><77><単独>
195148120日本

‘05/3期
計画

‘04/3期‘03/3期（億円）

・2004/3月期実績
　－前期同様、償却費範囲内に設備投資を圧縮

・2005/3月期計画
　－今後の成長戦略を支える設備投資を実施

棚卸資産棚卸資産 設備投資設備投資

-12
-11
-11
-34

-22
-42
-76

増減

-6
+9

-13
-10

-10

為替換算他
影響分

-66759835棚卸資産計

-696108アジア

-20184195欧州

+2141152米州

-24421455海外

-22162184<単独>
-42338380日本

現地通貨
ﾍﾞｰｽ増減

‘04/3期‘03/3期（億円）



2,060 2,055 2,168 2,164
1,982

554 403
556 514

483

1.08
1.31

1.08
1.21

1.57
1.31

[億円]

海外

国内

2,614
2,458

D/Eレシオ(倍）

2,724 2,678

’00/3月末 ’01/3月末 ’02/3月末 ’03/3月末

目標
2,165

’04/3月末14

有利子負債有利子負債 連結ベース連結ベース

2,465

’05/3月末

　・中期計画に沿った有利子負債削減を実行

　・財務体質改善を継続し、‘05/3期は300億円の削減計画



57

▲ 22

34

124

1

▲ 100

▲ 27
▲ 13

▲ 79

▲ 216

▲ 116

191

▲ 1▲ 1

▲ 99

269

経常利益

棚卸資産
の減少

その他増減

償却費

固定資産

の取得

固定資産
の売却

(1) 営業ｷｬｯｼｭ・ﾌﾛｰ　+379 (2) 投資ｷｬｯｼｭ・ﾌﾛｰ　▲170

キャッシュ増減　　　+1億円
期首 589 →期末 590億円

資
金
の
源
泉

↑

↓

資
金
の
使
途

0

その他
増減

(3) 財務ｷｬｯｼｭ・ﾌﾛｰ　▲207

為替
差額

売上債権の増加、
仕入債務の減少

配当金の
支払い

その他
増減

（為替換算レート変動の影響を除いた実質ベース）

ｷｬｯｼｭ･ﾌﾛー計

投資有価証券

の売却

借入金

の増減

関係株式
の取得 社債の償還

連結キャッシュ・フロー連結キャッシュ・フロー ’’04/3 04/3 期期
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Ⅱ. 2005年3月期
　　 　　予想



20052005年年33月期予想月期予想

《今期予想の要点》《今期予想の要点》
　　　　
〇中期計画を確実に実行し、売上高、営業利益過去最高へ

〇新事業体制に伴い効率改善と成長促進の追及

〇中国事業の成長基盤確立

〇ガバナンス体制の充実、株主価値経営を強化
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セグメントの変更についてセグメントの変更について

自動車軸受

一般産業軸受

軸　　　受

自動車部品

精機製品

その他

産業機械軸受

自動車関連製品

精機製品

その他

従来セグメント 新セグメント

　組織変更に伴い、　組織変更に伴い、20052005年年33月期から社内管理　　月期から社内管理　　

区分に合わせたセグメント区分に変更区分に合わせたセグメント区分に変更

自動車軸受

自動車部品
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20052005年年33月期予想月期予想 連結ベース連結ベース

《需要環境の前提》《需要環境の前提》

〇国内－引き続き需要好調維持

　　　　・工作機械、産業機械は国内需要中心に好調

　　 ・自動車生産台数は前年度横這い

　　 ・半導体製造装置、液晶製造装置関連の好調持続

〇海外－中国向けは産業需要を中心に堅調な伸び

　　　　　　米州・欧州は緩やかに需要回復
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　　　←　　　　　←　　(¥110)(¥116.26)(¥113.39)(¥119.14)(換算ﾚｰﾄ1US$=)

（ 2004年4月～2005年3月）（ 2003年4月～2004年3月）
＜予想＞

通期
＜予想＞

下期
＜予想＞

上期
＜実績＞

通期
＜実績＞

下期
＜実績＞

上期

　　　←　　　　　←　　(¥130)(¥131.32)(¥130.93)(¥131.71)(   〃 1EURO=)

+8.4%155857014310538当期利益

+1.9%27014512526518580税引前利益

+41.4%27014512519113061経常利益

+34.6%35018516526016595営業利益

+6.3%5,5502,8202,7305,2222,6842,538売上高

増減率（％）

　
‘05/3月期‘04/3月期[億円]
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20052005年年33月期予想月期予想



＜予想＞

通期
＜予想＞

下期
＜予想＞

上期
＜実績＞

通期
＜実績＞

下期
＜実績＞

上期

±0%13070601306070その他

+33.8%630320310471274197精機製品

+4.4%2,9801,5321,4482,8551,4611,394自動車関連製品

+2.5%1,8108989121,766889877産業機械軸受

+6.3%5,5502,8202,7305,2222,6842,538売上合計

増減率（％）‘05/3月期
（ 2004年4月～2005年3月）

‘04/3月期
（ 2003年4月～2004年3月）

[億円]
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売上高予想［事業セグメント別］売上高予想［事業セグメント別］



　‘05/3月期
　　（ 2004年4月～2005年3月）

‘04/3月期
（ 2003年4月～2004年3月）

（億円）

<6.3><6.6><6.0><5.0><6.1><3.7><％>
合計 165

2,730

-10
-480

<6.5>
20

310
<4.2>

20
480

<2.6>
10

390
<6.2>

125
2,030

　　　＜予想＞
　　上期

185
2,820

-10
-480

<6.5>
20

310
<3.4>

15
440

<2.4>
10

410
<7.0>

150
2,140

＜予想＞
下期

260
5,222

-2
-908

<6.6>
38

576
<2.9>

26
898

<0.8>
6

738
<4.9>

192
3,918

＜実績＞
通期

35016595営業利益

401622営業利益

35233営業利益

20-28営業利益

27512468営業利益

5,550

-20
-960

<6.5>

620
<3.8>

920
<2.5>

800
<6.6>

4,170

＜予想＞
通期

2, 6842,538売上高

＊上記における売上高及び営業利益の内訳は、売上元別（出荷事業所別）に表示されています。

したがって、前出の「地域別売上高」における売上高の内訳とは異なります。

4-6営業利益

-459-449売上高
消去

<5.4><7.9><％>

296280売上高

アジア

<5.3><0.7><％>

438460売上高

欧州

<-0.6><2.1><％>

359379売上高

米州

<6.0><3.6><％>

2,0501,868売上高

日本

＜実績＞
下期

＜実績＞
上期
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法人所在地別業績法人所在地別業績 予想予想



＜予想＞

通期
＜予想＞

下期
＜予想>
上期

＜実績＞

通期
＜実績＞

下期
＜実績＞

上期

*上記における「地域別売上高」の内訳は、顧客の所在地域別に表示されています。

13.1%942472470833445388アジア

1.4%866411455854414440欧州

9.5%820420400749363386米州

7.9%2,6281,3031,3252,4361,2221,214海外

4.9%2,9221,5171,4052,7861,4621,324日本

6.3%5,5502,8202,7305,2222,6842,538売上合計

増減率（％）‘05/3月期
（ 2004年4月～2005年3月）

‘04/3月期
（ 2003年4月～2004年3月）

[億円]
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売上高予想［顧客地域別］売上高予想［顧客地域別］



　

’05.3期予想

260億円△35

+18
+12

+45

その他経費増

その他

‘04.3期実績

+90億円

（億円単位）

+80

外部調達
費用削減

売価ダウン

△30

24

350億円

‘‘0505年年33月期予想月期予想営業利益営業利益 改善内訳改善内訳 （（’’04.304.3期⇒期⇒’’05.305.3期）期）

物量増
による
利益増

製品値上げ

《《全社全社》》



　　事業セグメント別業績事業セグメント別業績 予想　予想　
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-20-20-40-31全社費用

営業利益（率）

売上高

営業利益（率）

売上高

営業利益（率）

売上高

営業利益（率）

売上高

営業利益（率）

売上高

185165(+6.3%)350(+5.0%)260

551012

4030(+11.1%)70(0.0%)0

9278(+5.7%)170(+5.7%)164

6872(+7.7%)140(+6.5%)115

5,550

130

630

2,980

1,810

‘05/3期予想

5,222

130

471

2,855

1,766

‘04/3期

2,820

70

320

1,532

898

下期予想

2,730合計

その他

精機製品

自動車関連製品

60

310

1,448

912産業機械軸受

上期予想（億円）


